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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、精神病発症危険状態（ARMS）にある思春期青年期の患者の病態変化
を前方視的に追跡し、精神病への移行例と非移行例とを、より早期に判別するのに有用な症候を見出すことであ
った。18名のARMS患者のうち、2年間の追跡期間中に4名が精神病へと移行した。4名のベースラインのロールシ
ャッハ・データより、知覚した情報の統合処理が、取り込み過剰な群（サブタイプ１）と、取り込み不足で漠然
とした形態にしか認知できない群（サブタイプ2）とに分けられた。前者の認知特性は従来、統合失調症に特有
とされてきたものであるが、後者は本研究により新たに見出された、顕在発症へ至るARMSの認知処理特性と言え
る。

研究成果の概要（英文）：The objective of this study was to detect reliable markers of developing 
psychosis, ranging from an at-risk mental state (ARMS) to full-blown psychosis. 
Of the 18 individuals with ARMS who completed a 2-year follow-up, 4 developed psychosis. Among four 
 transitioners, two had overincorporative information processing style (subtype 1), as assessed by 
the Rorschach Comprehensive System (CS); the other two had an underincorporative information 
processing style (subtype 2). The former cognitive functioning style is known to be typical of 
full-blown schizophrenia; the latter appears to be a new cognitive marker of potential clinical 
value in predicting psychosis outcomes among ARMS populations.

研究分野：精神医学
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１．研究開始当初の背景 
今日精神病発症危険状態における脳機能
の変化は，精神病状態の病因解明において非
常に注目されており，世界中で様々な研究が
進められている。その多くは精神症候特に陽
性症状と神経構造との関連に注目したもの
であり，更なる機能的病態解明のためには，
早期段階における主観的体験に先立つ、言語
的に説明困難な脳機能の変化に着目した研
究が期待される。特に、精神病の基本障害と
されている認知機能の変化に着目した研究
を実施しその障害過程を明らかにする必要
があるが，これまでの所研究成果は乏しい。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、精神病発症危険状態にあ
る思春期・青年期の患者の病態変化を前方視
的に追跡し、臨床的・機能的転帰を明らかに
すること、ならびに、精神病の顕在発症に至
る移行例と発症に至らない非移行例とを比
較することによって、より早期段階での判別
に有用な症候を初診時（ベースライン）の各
種検査結果から見出すことであった。 
 
３．研究の方法 
参加者は、東邦大学医療センター大森病院
精神神経科の専門外来ユースクリニック、お
よびデイケアである“イル ボスコ”で募集し
た。対象者の選択に際しては、統合失調症の
前 駆 期 症 状 ス ク リ ー ニ ン グ
(SIPSscreen)(Millerら，2004)を実施し、そ
の結果、精神病の発症危険状態にある可能性
が高いと判断されたものに対して、統合失調
症 前 駆 症 状 の 構 造 化 面 接 (Structured 
Interview for Prodromal Syndromes; SIPS)
日本語版を施行し、精神病発症超ハイリスク
（Ultra-high risk for psychosis）のクライ
テリアのうち、微弱な陽性症状（COPS-B）に
当てはまるか否かを診断した。 
 このようにして抽出された超ハイリスク
症例に対し、①診断面接と症状評価、②一般
精神症状評価（Zung 抑うつ評価尺度、
Leibowitz 社会不安スケール）、③病識
（SUND-J）、主観的満足度評価（SWNS-J）、生
活の質の評価（WHO-QoL）、④社会機能評価
（SFS）、⑤認知機能検査（各種神経心理検査）
などの検査バッテリーを、ベースライン時点
と 1年後時点において実施し、さらに、⑥背
景情報、随時の処方内容、治療内容、家族歴、
受診経路などを合わせて検討した。 
本研究はいわゆる介入研究ではなく、通常
の外来診療の中で発症を逃れるように治療、
支援しながらの観察研究であった。従って、
登録した対象症例については各主治医のも
とで通常の診療を受けた。 
 
４．研究成果 
(1) 研究参加者 
H27年4月からH29年3月までの登録期間にお
いて、全21症例を追跡研究参加者として登録

した。これらの参加者のうち、3名がドロップ
アウトし，H30年3月末時点でフォローアップ
可能であった18名のうち、4名で追跡2年以内
の精神病への移行が確認された。 
 
(2) 移行率 
 参加者18名のうち、平成30年3月末までに2
年以上のフォローアップが可能であったのは
10名であり、そのうち4名が精神病への移行が
確認された（男性2名、女性2名）。残りの8
名のうち、治療からのドロップアウトにより
状態が確認できなかったのは3名であり、残り
の5名中、平成30年3月末時点で精神病への移
行が確認された者はいなかった。参加者全員
に対する精神病への移行率は、18名中4名であ
り、18％であった。 
 移行率に関しては、諸外国における研究か
らも、対象となったサンプルの性質や追跡期
間により、約9%から54%までという大きな開き
があることが知られており（ Olsen & 
Rosenbaum， 2006, 2008）単純な比較は難し
い。本邦における他のARMS専門クリニックの1
年後の移行率である11%（Katsuraら，2015）
に比べるとやや多いと言えるが、本研究では
他のARMS専門クリニックも追跡期間が長く，
また、非均一な集団であるハイリスク群を、
近年の国際的な動向に則り、微弱な陽性症状
を呈している群に限っていることから、より
正確な移行率を反映しているとものと考えら
れる。 
 
(3) ベースラインにおける移行例と非移行例
の比較 

 1年後に精神病へと移行した4名について、
ベースラインの各種神経心理学的検査から
は認知機能の等質性は見られず、包括システ
ム（エクスナー式）によるロールシャッハ検
査の結果からは 2群に分けられた。このうち
2名（サブタイプ１）の発症者の認知特性は、
知覚した情報の統合的処理数が平均域外の
高値であり複雑すぎる反応が特徴的であっ
た。このような情報処理特性は，ロールシャ
ッハ検査では，オーバーインコーポレーティ
ブ（取り込み過剰）と呼ばれている。他の 2
名（サブタイプ 2）に関しては，情報の統合
的処理数が平均域外で低値であり，曖昧な漠
然とした形のままにしか認知できないこと
が特徴的であった。このような情報処理特性
は、ロールシャッハ検査においては，アンダ
ーインコーポレイティブ（取り込み不足）と
呼ばれており，これらの 2つは対照的な認知
処理特性と言える。 
サブタイプ１の反応特性は、顕在発症した
統合失調症で従来から指摘されたものと類
似である。サブタイプ 2の反応特性は，本研
究によって新たに見出されたものであり、サ
ブタイプ 1とは対照的な、顕在発症に至る精
神病発症危険状態の情報処理特性と考えら
れる。 
 



(4) 今後の研究の方向性 
本研究によって，精神病の顕在発症へと至
る特性には，サブタイプ 1「取り込み過剰で
混乱型」とサブタイプ 2「取り込み不足で漠
然型」という大きく分けて 2つの，対照的な
情報処理特性が存在することが明らかにな
った。今後は，これらの認知処理特性に応じ
た介入研究が望まれる。また、ロールシャッ
ハ検査のより信頼性・妥当性の高い実施方法
で あ る R-PAS （ Rorschach Performance 
Assessment test）を用いることにより、ARMS
から顕在発症へと至る症候を、より正確に捉
えるマーカーの探求が望まれる。 
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